
                                                  
                                               

1 / 3 
Copyright©FSS_2026 

製品安全の法規格･規制と安全技術 (No.1) 
   －安全規格と設計技術－ 

 
現在、国内の製造メーカーが製品を海外に輸出する際に製品安全に関する法規制・規格への対応が必要で、対象の

法規制・規格を満たすだけでなく、ユ－ザ－に安全な製品を提供するために、安全規格への適合、及び技術の側面

からメーカーの開発･設計の対応能力が益々重要になってきています。 
輸出製品の国際安全規格・技術への対応、及びそれらに関連する業務サポートを通して、メーカー製品の「安全なも 

のづくり」と｢法規制･規格への適合｣を実現することが、今日的な課題となっていますが、メ－カ－の開発部門では、 

専門スタッフがいないために設計開発者の負荷が大きくなっているのが実情です。 
 
（1） 対象となる製品 
 数多くの製品（機械・装置･機器）の中で代表的なものとして下記のようなものが有りますが、機械・電気、及び放射線

(光)を基本とした技術を基にソフトウエアを含めたシステム製品が多くなっています。また、 外部のネットワ－ク通信

環境と接続され、自動化されたシステムでサイバ－セキュリティ(Cyber Security)への対応も必要です。これらは、

CE marking (EU指令･規則)などの法規制の要求として機械・電気･光安全（Safety）、電磁両立性(EMC)、有害物質

（RoHS）について、それらを開発･設計段階で総合的に対応することが課題となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
https://fujisafety.jp/files/aboutus/c1-33.pdf

【例：システム装置】 
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(2) 規格適合のための基準仕様の策定と安全要素技術 
安全規格が要求する技術基準に従って、製品の開発･設計を行う場合に最も重要なことは、製品仕様書と安全  

設計の基準仕様書、及び計画書を作成することです。メ－カ－に安全設計に関する通則（基準書）があれば、  

それに 従って対応することが出来ますが、ない場合には専門コンサルティングに相談して設計の源流における

安全仕様を確実にすることが、最終的に適合するための近道になります。ここで要素安全技術は、具体的な設計

を行う際に必要とされ、メ－カ－の技術的蓄積が大きく影響します。外部の試験機関は、試験規格に関する相談

は対応出来ますが、技術的な側面は、規格に従った技術を持っている専門コンサルタントの指導を受けることが、

適切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
https://fujisafety.jp/files/case/JS2-No7.pdf 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■適用規格 (例) 

① 機械、及び電気安全は、 IEC 60204-1 を基本として IEC 61010-1 の 

デ－タシ－トを活用する。 (リスクアセスメント: ISO 12100:2010) 

② EMC は、ユ－ザ－の使用環境によるが 基本的に産業機器で工業環境の規格

(IEC 61000-6-2、及び IEC 6100-6-4 を適用する。 

③ レ－ザ安全は、国際規格(IEC 60825-1)を適用、米国は、FDA（CDRH）とする。 

④ 半導体機器は、SEMI 規格(S2 / S8 / S22)を適用（業界・ユ－ザ－要求規格） 
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(3) 安全要素技術 *機械･電気安全（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関連資料】 

■国際規格 

https://fujisafety.jp/ce03.html
■安全規格に対応した製品仕様書 

     https://fujisafety.jp/files/case/JS5-No1-2.pdf 

■安全要求仕様書 (基本編) 

     https://fujisafety.jp/files/case/JS2-No11-1.pdf 

■設備要求仕様書 (基本編) 

     https://fujisafety.jp/files/case/JS2-No11-2.pdf 

   ■機械(設備)・装置の制限仕様 

     https://fujisafety.jp/files/case/JS2-No10.pdf 

■安全保護装置 (Safety Device *Interlock / EMS / EMO) 

   ■CEマ－キング（RoHS）の製品仕様書 
       https://fujisafety.jp/files/case/JS5-No4.pdf 
 


